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当社概要当社概要

出店エリア 岐阜県・愛知県・三重県

福井県・京都府・滋賀県

大阪府・奈良県

店舗数 ドラッグストア １２４店舗

調剤併設型ドラッグ ２０店舗

調剤単独店 ８ 店舗

※H20 １０月現在



背景背景

昨年、当社では調剤監査システム

「ＰＯＲＩＭＳ」を導入
※第40回日本薬剤師学術大会で報告

散薬＆錠剤監査システム

㈱ユヤマ ㈱湯山製作所製造・販売
調剤過誤防止支援システム

PORＩMS



ＰＯＲＩＭＳ導入後の効果ＰＯＲＩＭＳ導入後の効果

①別物調剤や規格違い等の健康被害につなが
る恐れのある調剤過誤の減少につながる。

②調剤の記録が残るので、調剤後の不安が解
消する。

効果



ＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れ

律速段階



ＰＯＲＩＭＳ導入後の問題点ＰＯＲＩＭＳ導入後の問題点

①入力データーが誤っていれば調剤過誤に発生する
可能性がある。

②1枚の処方せんを複数の薬剤師が調剤する事が
出来ない。

③患者さん待ち時間が増大。（入力終了までの律速）
④タッチパネルでの作業が面倒。
⑤PDA（監査端末）の通信速度が遅い。

問題点



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳ開発の経緯ＰＯＲＩＭＳ開発の経緯

監査システム
運用上の問題点収集

（株）ユヤマと（株）ユタカファーマシー
で問題点共有・新システム考案

ＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳ開発



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳＰＯＲＩＭＳ 機器概要機器概要

ＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳ

機器概要

ピッキング監査システム

散薬監査システム

ＰＤＡ（監査端末）



ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点(1)(1)

①入力データーが誤っていれば調剤過誤に発生する
可能性がある。

②1枚の処方せんを複数の薬剤師が調剤する事が
出来ない。

③患者さん待ち時間が増大。（入力終了までの律速）
④タッチパネルでの作業が面倒。
⑤PDA（監査端末）の通信速度が遅い。

問題点



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れ((１１))



ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点(2)(2)

①入力データーが誤っていれば調剤過誤に発生する
可能性がある。

②1枚の処方せんを複数の薬剤師が調剤する事が
出来ない。

③患者さん待ち時間が増大。（入力終了までの律速）
④タッチパネルでの作業が面倒。
⑤PDA（監査端末）の通信速度が遅い。

問題点



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れ((22))



ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点ＰＯＲＩＭＳ導入時の問題点(3(3・・44・・5)5)

①入力データーが誤っていれば調剤過誤に発生する
可能性がある。

②1枚の処方せんを複数の薬剤師が調剤する事が
出来ない。

③患者さん待ち時間が増大。（入力終了までの律速）
④タッチパネルでの作業が面倒。
⑤PDA（監査端末）の通信速度が遅い。

問題点



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れＰＯＲＩＭＳでの調剤の流れ((33))



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳの新たな機能ＰＯＲＩＭＳの新たな機能



ＮＥＷＮＥＷ ＰＯＲＩＭＳの新たな機能ＰＯＲＩＭＳの新たな機能



社内アンケート社内アンケート
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薬剤師83名対象



社内アンケート社内アンケート
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社内アンケート結果社内アンケート結果(1)(1)

61%

36%

3%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

短くなった 変わらない 長くなった

～調剤時間～
以前の監査システムと比べて

短くなった

先調剤が出来るようになった。
（入力を待たなくても良い）
処理スピードが速くなった。

変わらない・長くなった

棚番号が画面に出なくなった。



社内アンケート結果社内アンケート結果(2)(2)
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調剤過誤に対する不安感
軽減された

別物調剤・規格違いの
ミスが防げる。
調剤内容の証拠が残る為。

変わらない・増大した

機械があっても最終的には
薬剤師の監査が全てだから。
数量ミスは起こりうるから。



今後の課題今後の課題

□調剤監査システムでは防ぎきれないミス（数
量ミス・分包数ミスなど）への対応

□店舗ごとの統計業務（エラーチェック）の分
析・活用

□調剤過誤への不安軽減によるマイナス効果



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

店舗運営部 ヘルスケアサポートチーム
布施英紀 横関亮 中村和弘 清水一郎

株式会社ユタカファーマシー
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